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シンガポールに初の海外拠点
税理士　村木が答えます税理士　村木が答えます

さらに詳しく知りたい方はさらに詳しく知りたい方は

知って得する！
Ｍ＆Ａ税務

Q:個人株主を前提とした場合、株式譲渡によるＭ＆Ａと会社清算では、企業評価と税の取り扱
いはどのように異なるのでしょうか？

企業評価

税率

のれん（営業権）を計上できる
余地がある

低め

約20％ 最高約50％

株式譲渡によるＭ＆Ａ 会社清算

新刊「中小企業Ｍ＆Ａ実務必携 税務編」をご覧ください新刊「中小企業Ｍ＆Ａ実務必携 税務編」をご覧ください

村木良平
税理士

日本M＆Aセンター
コーポレートアドバイザー室

大阪室長

Ｍ＆Ａシニアエキスパート養成スクール講師が解説！

中小企業Ｍ＆Ａ
実務必携　税務編
日本Ｍ＆Ａセンター 
村木良平 著
出版社：きんざい
定価：本体2,500円（＋税）

　　　  「Ｍ＆Ａと会社清算、税率はどう変わる？」

中小企業M&A実務で90% 以上採用されている「株式譲渡」に特化して、
税務にまつわる知識をわかりやすく要点整理。論点解説形式の構成で実務
場面に直結。課題解決に最適の書。

＜著者紹介＞
村木 良平　税理士
日本M&Aセンター コーポレートアドバイザー室 大阪室長
民間企業での経理・財務・社会保険実務全般、上場準備、上場後の開示
実務、国際税務含めた税務実務、上場企業同士の再編実務等幅広い業
務を経験後、株式会社日本M&Aセンターに入社。M&A案件を主に税
務面から関与。関与案件は数百件以上にのぼる。 

「株式譲渡」に特化して税務にまつわる知識をわかりやすくお伝えします。

（１）企業評価
　株式譲渡は、純資産に「のれん（営業権）」をさらに上乗せできる余地がある
のに対し、会社清算は、各資産を処分価額により評価し、また、割増退職金等の
発生により株式譲渡に比べ著しく低い評価となることがほとんどです。

（２）会社清算の税負担
　清算配当金を出せる場合であっても出資の払戻部分を超える額は金額が高い
ほど高い税率での税負担となり、所得税と住民税を併せ最高約50％の税率とな
ります。会社清算をした場合には、取引先との事業継続や従業員の雇用継続等
が守られないという大きな問題のほかに税負担的にもデメリットが大きいとい
えます。

　ここまでにみたように、①企業評価額が高くなる ②税負担が少ない ことか
ら、オーナーの手取金額を考えても、会社清算に比べて、株式譲渡のほうがメ
リットが大きいことは明らかです。

　全10会場で「福岡営業所開設記念 経営者のためのＭ＆Ａセミナー」を開催いたします。昨年の九州縦断セ
ミナーは8会場で1,500名の方々にお申込いただくなど大好評のうちに終了いたしました。本セミナーは実際
に会社を譲渡された社長様のお話を聞ける貴重な機会です。ぜひご参加ください。

博多　　  　 北九州　　　   熊本　　　    長崎　　      佐賀

大分　　　 　 宮崎　　     鹿児島　　     下関　　       沖縄
7/20（水） 7/6（水） 7/12（火） 7/14（木） 7/13（水）

7/7（木） 7/8（金） 7/11（月） 7/5（火） 7/4（月）
【全会場共通】13：30～ 16：20（受付 13:00 ～）

Ｍ＆Ａ体験談講師　株式会社向井珍味堂　会長兼最高顧問　中尾 敏彦様

向井珍味堂様は、昭和27年設立、国産原材料を使ったこだわりのきな粉・香辛料等の製造販
売を行っている会社です。メディアにとりあげられることも多く、業績は堅調、財務面も安定
していましたが、後継者がおらず16年前の当社Ｍ＆Ａセミナーに参加。その後、幹部社員への
承継を検討するも、メリットの多いＭ＆Ａで事業承継することを決断・実行されました。
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＜テーマ１＞
友好的Ｍ＆Ａによる企業譲渡の体験発表◆特別企画◆

Ｍ＆Ａ体験談

＜テーマ２＞

中小企業Ｍ＆Ａ 成功のノウハウ

この度の熊本地震により被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に心よりお見舞い申し上げます。
皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

セミナーの
お申し込み・
詳細は
こちら

講師  日本Ｍ＆Ａセンター  代表取締役社長   三宅卓

全10会場で 福岡営業所 開設記念セミナーを開催
７月に経営者のためのＭ＆Ａセミナーを開催いたします

ASEAN経済の中心 シンガポールに拠点開設

　2016 年4月に当社初の海外拠点となるシンガポール・オフィスを開設いたしました。今後日本経済に大き
な影響を及ぼすＡＳＥAN経済―その中心地であるシンガポールに当社営業コンサルタントが駐在し、より
幅広いサービス提供を目指します。

シンガポール・オフィス　住所

80 Robinson Road 
#10-01A, 
Singapore 068898
ＴＥＬ：　(+65)-6240-6258
※日本語対応可能です

　いよいよ当社念願の初海外拠点を開設いたしました。当社では近年、
日本企業と外国企業のクロスボーダーＭ＆Ａが増加しております。中
でもASEAN地域の企業とのＭ＆Ａニーズが多くなっております。この
ニーズにより的確に対応するため今回のオフィス開設となりました。
　シンガポール・オフィスには、シンガポール大学でＭＢＡを取得し
た営業コンサルタントが駐在いたします。海外のＭ＆Ａに関しても、ぜ
ひお気軽にお問い合わせください。

海外支援室長よりご挨拶

日本Ｍ＆Ａセンター
海外支援室長
安丸　良広

シンガポール・オフィス開設記念式典 開催決定！シンガポール・オフィス開設記念式典 開催決定！
日時：　６月１６日（木）
　
会場：　ヒルトン シンガポール

15：00 ～　セミナー
17：45 ～　オフィス開設記念式典

※本式典についてのお問い合わせ　日本Ｍ＆Ａセンター 海外支援室 西井 ((+65)-6240-6258)



―有限会社森田工産のご紹介と、ご自身の事業承継の
経緯をお教えください。

森田　森田工産は、鳥取県米子市にて鉄骨工事業を営
む会社です。創業者は私の両親で、私や兄の進学資金
のために奮起して起業しました。当時、父は43歳でした。
　私が大学に進学する際、父から「大学に行く代わりに
卒業したら地元に帰れ」と言われました。兄は広告代理店
に就職して会社を継ぐ気はなかったので、父は私を後継ぎ
として考えたようです。私も大学に行きたかったので、父の
条件をのみ、大学生活を送った後地元に戻りました。しば
らくは父が社長として経営していましたが、私が37歳の時
に社長に就任することになりました。

引退時期から逆算して、43歳から事業
承継について検討

―森田様は45歳でＭ＆Ａをご決断されました。自身の
後継者を考え始めたきっかけについて教えてくださ
い。

森田　父は43歳で会社を興し、50歳のときには、私に「大
学進学後は地元に戻るように」という条件を出して後継者
が決まっていました。自分自身も、「65歳で引退するなら
55歳までに後継者を決めておきたい」と考えておりました

ので、10年間くらいをかけて後継者を見つけようと、43歳
頃から事業承継について考えるようになりました。まず考え
たのは親族内承継です。私には娘がいますがまだ2歳で
到底後継ぎ候補ではありませんし、都会で育った兄の子
供たちは東京での就職を希望していました。親族での承
継は不可能だと思いました。

立ちはだかった自社株の高額な相続税

森田　ちょうどその頃、税理士さんから自社株の相続につ
いて話を聞きました。森田工産の業績は好調で、当時株
価が３倍になっていました。大株主は父でしたから、まず
自分への株の相続があり、そのあと自分から次世代への
相続が生じるわけですが、それにかかる相続税は予想以
上の額でした。
　自分は多額の相続税を支払い、父から株を買い取る覚
悟はあります。しかし次世代はどうか？換金性のない株式
を莫大な相続税を払ってまで取得しようとしてくれるだろう
か？―子供が相続することも、社員が相続することも、現
実的ではないと思いました。

―そんな時、担当の税理士さんから「Ｍ＆Ａで会社を
譲渡する」ことを聞いたそうですが、どんな印象を持た
れましたか？

森田　“Ｍ＆Ａ”という言葉は、最初ピンときませんでした。
Ｍ＆Ａは大企業がするものというイメージが強かったので
「まさか自分の会社が？」と思いました。しかし話を聞くう
ち、自分が抱える事業承継問題はＭ＆Ａで解決できるかも
しれないと考えるようになりました。なので、早速お相手探
しをしてみようじゃないかということになったのです。

―Ｍ＆Ａのお相手である株式会社エスイー様の印象は
いかがでしたか？

森田　耐震工事を請け負った際、エスイーさんの製品が
当社の金属製品に取り付く設計図を見たことがあり以前か
ら名前を知っている会社でした。面談では両社が一緒に
なった相乗効果を考えることができ盛り上がりました。工場
見学にも行ったのですが、エスイーさんの高度な溶接技術
に非常に興味をもちましたね。

“会社の将来”と“社員の安心”を軸に
考え、Ｍ＆Ａを決断

森田　エスイーさんという良いお相手と順調に進む一方で
迷いがなかったとは言い切れません。実は一番相談した
い父が、エスイーさんを紹介される２か月前に事故で他界
していました。父が健在であればこんな時どう言うかを考
えましたね。また、初めてのＭ＆Ａなので何を基準に決め
ていいのか不安に思うこともありました。
　そのため、まず一番大切にする判断軸を決めました。
私の場合は、“会社の将来”と“社員の安心”でした。上
場企業であるエスイーさんと一緒になれば、これまでより雇
用も安定するし、社員が胸を張って働ける会社になりま
す。また、コンサルタントの岩井さんからも「これまでの日本
Ｍ＆Ａセンターが仲介した実績からもエスイーさんがベスト
の選択です」と力強い言葉をいただきましたので、決断す
ることができました。

Ｍ＆Ａによって会社の信用力が上がった

―Ｍ＆Ａについて、社内の反応や取引先の反応はいか
がでしたか？

森田　社員は、はじめこそＭ＆Ａという言葉がピンとこな
かったようですが、今はエスイーグループの一員として生き
生き働いています。グループの給与水準に合わせ給料は
上がりましたし、上場企業グループということでこれまで苦
戦していた採用についても３名の新規採用ができました。
会社の信用力が上がったのを実感しましたね。

早く始めることはノーリスク、
何も行動せず悩んでいる方がリスク

森田　取引先には、驚きながらも「今までと変わらず鉄骨
を作ってほしい」と言われました。今も変わらず取引は続
いていますし、上場企業のグループ会社になったことで一
次問屋から仕入れられるようになりました。

　経営者仲間からは「親の会社を売ったのか」という声も
ありました。一方で「その若さでよく決断ができた」と早い
決断を称えられたり、「そんな会社に買ってもらえるなんて
素晴らしい！」と褒められたりしました。Ｍ＆Ａを経験した自
分が言えることは、Ｍ＆Ａはいくら早く始めてもノーリスクだ
ということです。Ｍ＆Ａの相手探しを始めた時点は、まだス
タートではありません。お相手先が出てきてからがスタート
です。関心があるのに行動せず悩んでいるほうが、業績
の悪化や業界状況の変化など会社の将来のリスクにつな
がります。「業績が悪化したらＭ＆Ａについて相談させて」
と言った経営者仲間もいますが、それでは遅い。業績の
悪い会社より、上り調子の会社の方が誰だって買いたい
はずですから。

Ｍ＆Ａは“奇跡的な体験”

―Ｍ＆Ａについて、社内の反応や取引先の反応はいか
がでしたか？

森田　私のＭ＆Ａは、税理士さんに相続の相談をしたこと
がきっかけでしたが、その時はまさか自社が上場企業グ
ループの一員になるとは思っていませんでした。しかしそれ
が現実となった。私にとってＭ＆Ａは“奇跡的な夢の体験”
でしたね。
　今はまだ常務として勤務していますが、以前に比べて
家族との時間は多く取れるようになったので、今後は娘を
いろんな場所に連れて行ってやりたいと思っています。以
前は休日でも頭の中は会社経営の不安や悩みでいっぱい
でしたから、こんな風に考えられるようになったのもＭ＆Ａ
のおかげだと思います。

４ ５

日本Ｍ＆Ａセンター
情報開発部
岩井　健

（森田工産様担当）

譲渡企業 成功インタビュー

有限会社森田工産 森田浩前社長は、当社がお手伝いをし、2015年にＭ＆Ａによって株式会社エスイー（東証ジャス
ダック3423）グループに会社を譲渡されました。Ｍ＆Ａを決意された経緯や心境、現在の様子などをお聞きしました。

相続を考えての早い決断
上場企業グループの一員に ！

【譲渡企業】 有限会社森田工産（現 エスイー鉄建株式会社）

所在地：鳥取県米子市
業務内容：鉄骨工事業
売上高：約6億円             
従業員数：18名　　　　　　　　　　　（Ｍ＆Ａ実行時）

 有限会社森田工産　前社長　森田 浩 氏

森田様には2016年2
～ 3月開催「経営者の
ためのＭ＆Ａセミナー」
にて体験談をお話いた
だきました

2015年3月の株式譲渡契約調印式にて

※職称は当時のもの

（左）有限会社森田工産 代表取締役 森田浩様　
（右）株式会社エスイー 代表取締役社長 森元峯夫様　

鳥取県西伯郡にある森田工産様の工場の様子
（左）工場外観　（右）工場内

日本M＆Aセンター仲介担当者より

当初面談したとき、森田工産の実績は右肩
上がりで史上最高益を更新中でした。
そんな状況で森田社長は「更に良い会社に
するためにどうしたらいいか」を常に考えて
たのが印象的でした。
“会社の成長のための買収戦略”は誰もが考
えることです。しかし反対に“会社の成長の
ために譲渡する”という選択は、思いついて
もなかなか心理的に決断できません。今回、
森田工産を最高の時期に戦略的に譲渡できた
のは、森田社長の経営者としての先見性と戦
略性があってこそです。
このような素晴らしいＭ＆Ａを担当できた
こと誇りに思うとともに、今後も中小企業の
未来を支えるＭ＆Ａを成約するべく邁進いた
します。





テーマ１ テーマ2

中小企業Ｍ＆Ａ成功のノウハウ
［講師］ 日本Ｍ＆Ａセンター  代表取締役社長  三宅 卓
　　　　　　　　　　　　常務取締役  大山 敬義

経営者のための

Ｍ＆ＡセミナーＭ＆Ａセミナー
ご参加頂きたい方：経営者の皆様　参加費：無料

●Ｍ＆Ａ（企業譲渡・譲受）の戦略的活用により「後継者問題」を解決、「自社の更なる発展」を実現！
●中小企業におけるＭ＆Ａの具体的なステップおよび注意点とは？
●最新の事例を交えて、Ｍ＆Ａを成功させるポイントを解説します。

【全会場共通】 13：30～16：20（受付13：00～）
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友好的Ｍ＆Ａによる 企業譲渡の体験発表
株式会社ソフトビジョン　前会長　竹内 正夫 様
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